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　『

奴婢、橡墨衣」とみえるところから、

ている。従って、『万葉集I に歌われ

かし、『万葉集』の歌の橡を全てこの

品にみられる橡色もこの通説には従い

を試みることと、した。

西宮記』等の文献資料及び正倉院の遺

た、

代の橡には．橡・黄橡・白橡・「橡墨Jの四種の名称が文献.上みられるの

基本となる橡とは染料名である．即ち、奈良時代の橡は橡の木の実で染め

あり。媒染剤と混用する染料によりその色相が異なる為に黄橡・白橡等の色

考えられる。橡色は、正倉院の染縁遺晶にみられる色や『延喜式』縫殿寮雑

染色方法から考察すると赤味を帯びた褐色であり、奴婢の黒系統の色とは異

服令制服条にみられる奴婢の「像墨衣」は。「､糠」と「墨」の衣ではなく糠

墨色｡の衣であって。橡色ではない。同様のことは衣服令凡服色条のｒ･‥薬柴

」「墨」にもいえる。従って。『万葉集』の橡も賎民の比喩との解釈は成立


